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自然史博物館計画のころ
鎮西清高

多 くの方 々の温かい ご協力 と関係者 の努力に よって,

長年の夢 であった大学博:物館が京都大学 に発足 した

の は,本 当に うれ しい ことである。 しか し,こ こに

至 るには,長 い,文 字 どお り紆余 曲折 の期 間があっ

た。

「京大 に博物館 を」とい う大学博物館設 立計画 が,

は じめ自然 史中心 で進 め られたのは,長 い歴史 をも

つ文学部博物館が既 にあったためである。文 学部博:

物館 の歴 史は本 ニ ュース レターNo.4に 朝尾 直弘先

生 が紹 介 してお られる。自然史博 物館 設立の活動が

本格 的に始 まったのは昭和61年 で あった。 この年,

初 めて自然史博物館 の概算要 求が理学部か ら提出 さ

れている。計画の初期 には,文 学部博物館 ・自然史

博物館 のほか,各 部局の標本館 など多 くの博 物館的

組織 を結 んで 「京都大 学博物館機構 」とよぶ連合体

をイメージ していた時代 もあった。

昭和63年 には,関 係す る理 ・農 ・教養の3学 部長

を含む全 学的な組織 「自然史博 設立推進懇談会」が

発 足,活 発 に会合 を繰 り返 して具体計画 を練 った。

博 物館 の位置 を北部構内の南東隅,今 出川通 りに面

した現在の理学2号 館のあ る場所 と設定 して,理 学

部将来計 画委員 会は じめ大学当局な ど各方面 の了解

を得,総 面積8600m2,展 示部分が半 円形2階,研 究 ・

収蔵部分が地上5階 地下2階 の機能的で しゃれた建

物の図面 も出来上が った。平成元年 には,既 設 の文

学部博物館 と自然 史博:物館 を統合 して京都大学総合

博:物館 を設立す る とい う平成2年 度概算要求が,理

学部 ・文学部共 同で提 出 されている(以 後,平 成7

年 まで続 けて両学部が交代 に窓口となって この案が

概算要求 された)。

平成2年 には,自 然 史博物館 の必要性 を訴 え,自

然史 の面 白 さを学内外 に広 くア ピールす るため,文

学部博物館 の2階 展示室 を使 わせ ていただいて 「自

然史へのい ざない」とい う特別展 と講演会 を開催 し

た。幸 い好 評で,自 然史博 計画 は学内で も一般 に広

く認知 され,時 の西 島総長 ほかの ご尽力 もあ って,

実現 に大 き く近づ いた ように思 われた。

しか し,平 成3年 春,自 然史博 の敷地 に と考 えて

いた北部構 内の南西隅 に理学2号 館 の建設が始 まっ

て,博 物館計画 は敷地問題で重大 な困難 に陥るこ と

となった。それか ら数年間は,ま さに放浪 の時代 で

あった,と いえよ う。この間に設立推進委員会で話

題 となった博 物館 の場所案 は,い ま数 えて見 る と6

ケ所 はあった。その 中には,京 大100周 年記念事業

と して西部 構内の一角 に京大 シア ター を建築 し,そ

の主要部分 を博物 館 とする案や,医 学部 や工学部構

内 に残 る歴史的建築物 を利用す る案 などもある。ま

た,京 都市 中心部 の小学校が多数廃校 にな り,市 が

その跡の利用 を考 えている とい う話 を聞いて,小 学

校の建物 を利用 し,市 と提携 して 自然史資 料 を展 示

し,そ の収蔵 と研 究のスペース を作 ることがで きな

いか,と い う検討 を行 った りもした。

自然史博:計画が京都大学将来構想検討委員会で正

式 にと りあ げ られて,議 論が始 まったの は平成7年

であ った。その秋 に,文 部省か ら,第2次 補正予算

案 に盛 り込 むか ら自然史博物館 の計画 を至急提出せ

よ,と い う話が飛 び込 んだ。この話 は相当 に可能性

があ り,急 遽 各方 面の了解 を得 て,現 在の理学2号

館の北側6300m2の 自然 史博 を建設す るとい う計画

を提 出 した。残 念 なが らこの計 画 は実 現 に至 らな

かったが,今 に してみる と,こ の ときが 自然史博物

館 と しての計画 が実現 に最 も近 づ いた瞬 間では な

かったか,と 思 われる。

この ころ,文 部省で も大学博物館 の重要性 を認識

し,学 術審議会 の作業委 員会が これに関す る検討 を

始 めていた。平成7年 夏 にはこの作業委員 会が大学
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博物館の設署の必 要性 を強調 した中間 とりまとめ を

行 った。これ によって状況が一変 し,平 成8年 度に

は東 京大学の総合研究資料館が大学博物館 第!号 と

して発足,次 は京大 だ ろ うとい う情報 が流れ る中

で,具 体案作 りが急がれ た。概算 要求 も平成9年 度

か ら全学の将来構想検 討委員会か ら提出 されること

となった。この要求の当 初の案 では,京 都大学 総合

博物館 とい う部局の 中に,文 化 史 ・自然 史 ・技 術史

の3博 物館があ るとい う形であ ったが,文 部省 と相

談 の ヒ,現 在の機構 にす る ことが 最終 的 に決 まっ

た。幸い,こ の概算要求が認め られ,総 合博物館が

発足す ること となったのであ る。

総合博物館 は,や っとその組織が出発 した段階で

ある。建物が建設 され,標 本 ・資料類が整理 され,そ

してそれが多 くの研究者や学生 に利用 される ように

なって,初 めて博 物館計 画が完 成 した,と いえるの

であろ う。欧米の博物館 も現在の状態 になるまで に

数 白年 もかか っている。博物館 を育 てるには息の長

い活動が必要 である。

(大阪学院大学教授,元 理学部教授)

春季企画展

「福 井 謙 一・博 士 二そ の 人 と学 問」

我が 国を代表す る科学者 の一 人で ある福 井謙一博士(1919-1998)は,本 学工学部 ・工業化学

科 を卒業 された後,教 官 として四十余年 にわたって教育 ・研究 に尽 くされ ました。その 間,触

媒化学,高 分子化学,そ して理論 化学の分野に大 きな足跡 を残 され ました。と りわけ,フ ロン

テ ィア軌道理論 を創造 した化学者 と して,1981年 に ノーベ ル化学賞 を受賞 され ま した ことは,

あ まね く知 られてい ます。

この春季展 では,福 井博士の人 と業績,そ して博士 の理論 が今 日の発展 に果た した役 割 など

について紹 介 し,幼 少の頃 よ りのお写真,愛 読書,座 右 に置 かれた分子軌道表,自 筆原稿 など,

ゆか りの品々 を展示いた します。

○期間:平 成10年4月10日(金)～5月23日(十)○ 開催 日時:火 曜口～土曜 日9:30～16:30

(入館は16時 まで,日 曜 ・月曜 ・祝日は休館)○ 場所:総 合博物館 企画 ・総合展示室(1F・2F)

○同時開催:常 設展 「口本占代文化の展開」 と 「東アジアおよび日本の古文書」

○主催:京 都大学総合博物館,京 都大学工学研究科 ・工学部 ○協賛:財 団法人基礎化学研究所

京都大学総合博物館 第3回 公開講座

や さ しい 量 一子 化 学 福井理論と現代の化学

ノーベル賞 に輝 くフロンテ ィア軌道 理論 を始め とする福井謙一 博士 の業績 と,そ の上 に開花 し

た今 日の化学 の発展 について,わ か りやす く講義 します 。

4/18(土)一[学 部教授 藤本 博

量子化学 が解 き明 かす化学反応

4/25(土)工 学部教授 森島 績

生命 の もとである タンパ ク質 の

働 きとかた ち

5/2(土)工 学部教授 川崎昌博

オゾン層 を作 る反応 ・破壊 す る反応

5/9(十)工 学部教授 山邊時雄

応 用につ なが る理論化学

○ 時 刻:各 回 と も13:30～16:000会 場:京 都 大 学

総 合博 物 館(旧 文 学 部 博 物 館)3階 講 演 室 ○ 受 講

料:全 回 を通 して5,400円

○ 申 込 方 法:現 金 書 留 ま た は受 講 料 直 接 持 参 に よ

り,京 都 大 学 総 合博 物 館 へ4月11日(±)ま で に お

申 し込 み くだ さい 。現 金書 留 の場 合 は下 記 の もの を

同 封 して くだ さい 。1.受 講 料2.住 所 ・氏 名 ・

年 齢 ・職 業 ・電 話 番 号 を記 入 した 用 紙 。(形 式 は 問

い ませ ん)3.返 信 用 封 筒(表 側 に宛 名 ・郵 便 番 号

を記 入 し80円 切 手 を貼 っ て くだ さ い。受 講 証 ・領収

書 等 をお 送 り します)。 ○ 定 員:60名
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研 究 ノ ー ト

クマ カサ ゴ

中坊徹次

と きどき,よ くこんな ものが い ままで発 見 されず に

い た もの だ,と 思 え る種 に出会 うことがあ る。最近

で はクマ カサ ゴがそ うであ る。初めて標本 をみた と

きには大変 な驚 きであ った。こうい う時,一 瞬では

あ るが思 考が とまった ようになる。す こ し時 間が

た ってか ら,さ て どの ように調べ てい くかを考 えは

じめ る。そ して,調 べ終 わって今度 は論理 的な驚 き

に変 わるのであ る。やは り,変 であ ったか,と なる。

どこが驚 きなのか,な にが変 なのか。

クマ カサ ゴは名前の通 り,カ サ ゴの仲 間である。

詳 し く言 えば真骨 類 の フサ カサ ゴ科 に含 まれ る。

1987年7月28日 東 シナ海の ほぼ中央部の水深138m

の海底か ら採集 され,長 崎市 在住 の喜 多次吉氏が水

産庁西 海区水産研究所の山田梅芳氏 の ところに持 ち

込み,山 田氏は変な カサ ゴだ と思いつつ,結 論 を保

留 した。しば らくおかれた後,1994年 に中坊 と山田

氏が共同研 究 を開始 したのであ る。そ して,1996年

5月 に 日本魚 類学 会 の英文 誌で あるIchthyological

Research43巻2号 で新属新種 と して発表 された。

クマカサ ゴはごつ ごつ した頭 とごろん とした体 を

もち,一 見 してカサ ゴの仲 間 と知 れる形 を している

(図1)。 しか し,団 扇 の ような胸鰭 を もってお り,こ

れ はカサ ゴの仲 間では少 々変 わっているのであ る。

カサ ゴの仲間はおおむね底性 であ り,岩 礁の ある と

ころで,そ れ らに依存 しつ つ生活 している。かれ ら

の胸鰭 は岩の上で体の安定 を保つ ため に下半分 の鰭

条(ひ れのす じ)が 厚 くなってい るこ とが多い。胸

鰭 を広 げ,そ の下半分 を岩の上 に接 して体 を支 える

のである。これはカサ ゴの仲 間が,あ ま りひ らひ ら

と泳 ぎ回 る魚ではない ことと対応 している。クマ カ

サ ゴの胸鰭 は団扇 の よ うで,下 半分 の鰭 条 が厚 く

な ってい ない。これでは岩の上 で体 の安定 を保つの

に胸鰭 を使 えないであ ろう。つ まり,カ サ ゴの仲 間

ら しくないのである。

図1.ク マ カサ ゴの 完 模 式標 本

FAKU61187

標 準 体 長239,7mm

東 シナ 海 産
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図2.松 原喜代松 著 「魚類の形態と検索」のタイ トルページ

さらに,ク マカサ ゴには小 さい とはいえ鱈袋 があ

る。カサ ゴの仲 間が 属す る真骨類 はたいてい鮭 袋 を

もってい る。真骨類 の標 袋は浮力調節能力が ある。

カサ ゴの仲間では メバ ルの ように典型的 な魚のかた

ちをして海藻の問で,底 か ら離れて浮いている もの

は鮭 袋 をもっている。しか し,ご つごつ した頭 とご

ろん とした体 をもち岩礁の底 に依存 して生活 してい

る ものは,ほ とんど繰袋 を消失 してい る。この点で

もクマ カサ ゴは変 わっている。

団扇 のような胸鰭 と標袋は ごつごつ した頭 とごろ

ん と した体 にまった く似 合わない ものなので ある。

生物 の各種 は 自然選択 の結果,現 在 とい う断面 にお

いて存在 している。それぞれが存在 の価値 と理 由 を

もっている。クマカサ ゴのア ンバ ラ ンスは私 の理解

がお よばない。どう して,こ の ような種が存 在 して

いるのだろ う。私 には不 思議 でな らない。

京大 の魚類分類学 は農学部水産学科の故松原喜代

松教授 によって,今 か ら50年 前 に始め られ た。松 原

先生 は1955年 に日本産 の魚類 の総て を網羅 した名

著 「魚類 の形態 と検索」(図2)を 著 され,日 本の魚

類 分類学 に金字塔 をうちたて られた。この名著はな

が らく魚類分類学 を学ぶ もの にとってバ イブルの よ

うな存在 であ った。その松原先生の学位論文が カサ

ゴの仲 間の系統分類学 なので ある。京大 には松原先

生が学位論文 を書 かれた ときに使用 されたカサ ゴの

仲 間の標本が残 っている。クマ カサ ゴの新種記載 の

もとになった模式標本 も松原先生の残 されたカサ ゴ

の仲 間の標本群 の伸 問入 りを したわけだが,先 生が

生 きてお られ クマ カサ ゴを御覧 になられた らどの よ

うに思 われたであろ う。先生の たて られ たカサ ゴの

仲 間の系統樹 の どこに組み込 まれ たであ ろ うか。

もうひ とつ,わ か らない ことがある。クマ カサ ゴ

は まだ模式標 本の1個 体 が採 集 され ただけであ る。

東 シナ海 は漁業 が盛 んにお こわれ ている海域 であ

る。以後,採 れた とい う話 はきか ない。生息密度が

かな り低 いの だろ うが,産 卵 し再生産 を してい るは

ずであ る。大体,真 骨類 とい う魚類 はか な りの卵 を

産む。いったい,ど こで どれだけの個体数が生息 し

ているのだろ う。私のみ たクマ カサ ゴは幻 なの だろ

うか。 しか し,た しか に模式標本 はFAKU61187と

いう登録番号 をつ けられて京大 に保管 されているの

である。

(京都大学総合博物館教授 ・魚類学)
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収蔵資料散歩

勧修寺家文庫の再生
吉川真司

京 都大学総合博 物館の発足 にともない,旧 文学部博

物 館 か ら引 き継 がれ る ことになった資料 ・標本類

は,大 きく考古資料,歴 史資料,地 図 ・民族資料,

美術資料の四部 門に分 け られ る。いずれ も明治 ・大

正期 か らたゆみ な く収 集が続 け られ,文 学部 の研

究 ・教 育 に活用 されて きた ものであ る。この うち歴

史資料(史 料 と略称 され る)に は,5万 点以上 にの

6

京都大学

ぼ る古 文書 ・古記録 のほか,多 種多様の絵 画 ・地 図 ・

器物 ・民族資 料な どが含 まれ,原 史料 に もとつ く実

証的 な歴史研究の拠 りどころとなった きた。

勧修寺家 旧蔵 史料 は,そ うした中で もユ ニー クな

存在であ る。5000点 以上 とい う抜群 の点数 もさる こ

となが ら,内 容 と して古 文書 ・古記録 ・古典籍 な ど

の文献 史料 に加 え,器 物 ・装 束類 まで をも含 んでお

り,ま さに近世公家の蔵の中身がそ っ くり移 されて

きた観が ある。京都大学 には他 に も菊亭家 ・平松 家 ・

壬生 家な どの著名な公 家史料 が所蔵 されてい るが,

関係史料が これほどまとまって保存 されている例は

ない。他機関で もこう した一括史料 を所蔵 してい る

こ とは少 な く,そ の意味 で勧 修 寺家 旧蔵 史料 は,

1000年 の歴 史をもつ中流公家の活動 を,総 体 と して

研 究する ことを可能 にす る貴 重 な史料群 と言 える。

勧 修寺家 とその一門が,朝 廷の実務 を預か る家 と

して活躍 し始 めるの は,平 安時代 院政期 の ことで

あ った。そ の先駆 け となった藤原為房(1049-lll5)の

日記 『大御記』は,彼 の自筆原本 が博物館 に収蔵 さ

れ,子 の為 隆(1070-ll30)の 「永昌記』とともに重要

文化財 に指定 され てい る。ところで,為 隆以後 の 日

記 ・文書が 累 々と勧修寺 家旧蔵 史料に保存 されてい

るか と言 えば,残 念 なが らそ うで はな く,あ った と

して もほ とん どが江戸時代 の写本 である。勧修寺 家

旧蔵 史料 には,室 町時代 まで に成立 した原史料 はほ

んの少 ししか含 まれてお らず,大 多数は戦国期 以降

の ものなのである。

勧修寺経逸画像
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で は何故そ うなのか。言 うまで もない,戦 国の動

乱 の中で平安 時代以 来 の蔵書が壊 滅 したか らであ

る。勧修寺家文庫の崩壊が一体いつの出来事であ っ

たか,こ れ まで判然 としなか ったが,最 近珍 しい史

料 に出会 った。それは勧 修寺 家文書 の…点で,図 書

収集事業で知 られ る近世大 名,前 田綱紀の書状で あ

る(A534-ll/946)。 愛書家 であ る綱紀 は,明 応年 中

(14924501)に 勧修寺家 の記録 ・文書類の大半が焼失

し,残 ったの は百分の一 に も過 ぎなかったこ とを聞

き,残 念至極 と嘆 いている。戦 国時代,京 都 では公

家諸 家の炎上が相次 ぎ,勧 修寺家が燃 えた記事 も公

家 日記 に見 られるか ら,恐 らくこれは事実 だろ うと

思 われる。ただ勧 修寺家旧蔵史料の うち,室 町以前

の ものの多 くは一 門の甘露寺家か ら流入 した もので

あるか ら,実 際 の勧修寺 家文庫 の被害 はほぼ全滅 に

近い ものだったか も知れない。

実 に惜 しい。記録 や文書 の原本 が山ほ ど残 ってい

た ら,何 と素晴 らしいことだろ うか。それは綱紀 だ

けで な く,歴 史研究者 と しての私たちの嘆 きで もあ

る。しか し,勧 修寺 家文書 の壊 滅 を最 も悲 しんだの

は,む ろん当の勧修 寺家歴 代当 主た ちであ ったろ

う。やがて平和が訪 れ,生 活が徐 々に安 定 し始め る

と,彼 らの願いは失 われた蔵書の復活 に向け られて

いった。近世の勧 修寺家 には,経 広 ・経 慶 ・高顕 ・

経逸 な どの精勤 なる当主が輩 出す る。彼 らは様 々な

つ てをた どって 日記 ・典籍類の書写 を推 し進 める一

方,自 らが関 わ った朝 儀 の記録 を着 実 に集積 し,

徐 々に勧修寺家文庫 を昔 日の姿 に戻 していった。

伝 吉田経房慶賀笏

紺地唐組平緒

博物館 に収蔵 されてい るの は,か くして再 生 した

勧修寺家文庫で ある。近年,私 た ちはその調査 と整

理 を続け てい るが,ま だまだ道 は遠い。 しか し,歴

史研究の素材 として十全に活用 され るようになるこ

とは,勧 修寺家文庫の二度 目の再生であ る とも言 え

る。近 世の人たちに恥ずか し くない調査 ・整理がで

きるか,こ れか らが ま さに正念場で ある。

(京都大学総合博物館助教授 ・日本 史学)
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